
お″晴 2″賞ムヨ
いつもありがとうございます。住職の大山です。

先月、るヽるさと高松市出身の元プロ野球選手の中西太さんが万月ヽ′。ヽec cttTAl口 LIJttυノ九ノU靭琢送子のLP四

1:l」で  イ主 耳鋤ざお亡<なりになられたそうです。中西さんは、高松一

も

十工産鬼豪快なスイングが魅力の強打者であり「怪童」と呼ばれました。

その中西さんが生前モットーにしていたのが「何苦楚 (なに<そ )」 J甫卜|ト

でした。中西氏の義父であり名将と呼ばれた三原脩監督の「何苦楚 日長
りで 〕ヽひ 畔

新也 (なにくそ ひびあらたなり)」 が語源だそうです。何事も苦しい経験が

自分の成長の礎 (い しづえ)になるという意味だそうです。何苦楚の言葉で励ま した

後輩のプロ野球選手は枚挙にいとまがありません。逆境をバネにして成長する力強さを

何苦楚に感じます。郷上の大先輩がこの世を去り、さみしい限りですが、人は死んだら

終りではありません。その方の生き様に学6ヽことはこれからなのです。

お世話になつております、副住職です。

先月誕生日を迎え、法事の際に使っている音木 (おんぎ を新しいものに交換しました。

音木とは年忌法事や仏教行事等、2人以上のお坊さんが出仕をする際、お経のタイミン

グを合わせるために打つ拍子本です。今まで使つていた音本は先代が使つていたおさが

りと言うことで、劣イヒして音が出に<<なっていました。その様子を見かねた仲間のお

坊さんに買い替えるように諭されたので新調しました。

今までの物と比べてサイズが大きくなつたので、お経をめくるのが少し大変になりま

した。しかし、軽い力で大きな音が出るようになりこんなに違うのかと驚きました。写

真はこれまで使っていたものと、新し<したものです。形と大きさが変わったのが見て

取れるかと思います。大谷派の正式な形の音本は四角いブロックではなく、斜めになつ

ている事が特徴だそうです。自坊に戻り6年になりますが、まだまだ知らない事ばか

りだなと思つた次第でした。
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